　　　地域公共交通確保維持改善事業について
《事業活用の目的》
地域公共交通確保維持改善事業は、平成２３年度より新たに創設された国の補助制度であります。長南町は、平成２３年度に「長南町地域公共交通総合連携計画」を策定しました。その中で、新たな公共交通システム（デマンド乗合タクシー）の導入を位置づけ、実証実験を行ってまいりました。今後は、国の補助制度であるこの「地域公共交通確保維持改善事業」を活用し、町の財政負担を減らし、公共交通の維持・拡充を図っていくことを目的とします。
１．地域公共交通確保維持改善事業の概要
　　国の補助を受けるためには、生活交通ネットワーク計画（地域
内フィーダー系統）を関係者の参加する協議会（長南町地域公
共交通活性化協議会）での承認を経て、６月３０日までに提出
する必要があります。
　１）補助対象となる地域内フィーダー系統の主な要件
　　①新規路線であること
　　②地域間幹線系統の接続であること（バス停の共有など）
　　③過疎地域に指定されていること
　　④地域の協議会による議論を経た計画に基づき実施される
　　⑤一般乗合旅客自動車運送事業許可を受けている（法第４条）
　　⑥経常赤字が見込まれること
　２）計画書の作成と補助申請
　　補助計画は、協議会で作成し、補助申請は交通事業者が行う。
２．長南町の生活交通ネットワーク計画の概要
　【目的・必要性】
長南町では、町民の移動手段を確保するとともに、町民の福祉
向上を目的として、平成16年度から巡回バスの運行を行ってい
ますが、近年においては、利用者数が減少傾向にあり、運行費
の負担が大きくなっています。その一方で高齢化の進行により、
将来の移動手段を心配する声もあります。
また、公共交通事情が悪化することにより、人口の流出がさら
に進み、地域の衰退が加速する恐れがあることから、巡回バス
運行の見直し等を含めた公共交通体系の再編が必要になってい
ます。
　　長南町においては、平成２４年１月から「長南町地域公共交通
総合連携計画」の策定を見据える中で、地域内各バス停におい
て地域間幹線系統の民間路線バスと接続でき、かつ公共交通空
白地解消のため、デマンド乗合タクシーの実証実験を行ってき
ました。
　　今後は、公共的な移動手段がない住民の足を確保するためにも、
公共交通確保維持改善事業を活用し、デマンド乗合タクシーを
存続させていくことが必要であります。
　【定量的な目標】
　　デマンド乗合タクシーの利用者を年間2,500人以上とする。
　【事業の効果】
　　デマンド乗合タクシーを維持することにより、公共交通空白地
の解消につながる。また、地域間幹線系統の民間路線バスとの
接続により公共交通ネットワークが連携することで、効率的な
運行が実現できる。
　【運行を確保・維持する運行系統及び運行予定者】
　　①運行地域　　　・長南町全域でドア・ツー・ドア方式
　　②対象者　　　　・長南町在住の住民
　　③運行曜日　　　・月曜日から金曜日（但し祝祭日並びに１２
月２９日から１月３日は除く）
　　④運行時間帯　　・８時３０分から１６時
　　⑤車両台数　　　・２台（セダンタイプ４～５人乗り）
　　⑥運行ダイヤ　　・指定しない
　　⑦運賃形態　　　・一人片道５００円
　　　　　　　　　　・ペア割（３００円）
　　⑧運行事業者　　・（有）長南タクシー
　　　　　　　　　　・ゆたか自動車（株）
　【平成２４年度分（Ｈ24．10.1～Ｈ25．9.30）の計画】
	運行予定者
	対象路線
	申請予定額　
	目標

	（有）長南タクシー
	長南町
デマンド交通
	1,777千円
	利用者数
年間2,500人以上

	ゆたか自動車（株）
	長南町
デマンド交通
	　678千円
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